
1 
 

 

2021 年度総会（第 11 回） 

審議資料 1-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 

エイブル・アート・ジャパン 

 
 

 

 

 

2020 年度 事業報告 
［期間：2020 年４月１日～2021 年３月 31 日］ 

 

 

 

2021 年 6月 19 日 
 

 



2 
 

 

■2020 年度 事業報告  

 

[プロローグ] ＊2020年 6 月 4 日記 
 

「私たちの NPO の役割と仕事がかわる」。 

 

そう確信したのは、新型コロナウイルス感染症の拡大という現象を前にして 4 月にはじめた、アンケートやヒ

アリングの調査からでした。社会に生じる‘障害’の様子が、次第にはっきりと明らかになってきました。 

 

例えば； 

 平時には順調に運営されていたオープンアトリエが休止になり、表現活動を通じて心と身体で対話する場

が失われてしまいました。対人支援の現場は感染リスクが高い場でもあり、また単純にテレワークではお

きかえられません。参加者である障害のある人はもちろん、障害のない人も、協働者（家族やボランティ

ア）やファシリテーターへも支援が必要な状況が生まれました。 

 

 社会的企業エイブルアート・カンパニーの作家たちへの調査とヒアリングからは、福祉施設や会社などに

所属しない自宅で活動する、いわば「障害のあるフリーランスの作家たち」への支援の必要性の高さを感

じました。 

 

 私たちの NPO のような非営利セクターには、マインドをもった多くのフリーランスのクリエイター（美術

家、デザイナー等）たちの存在があります。このクリエイターが関わる文化芸術領域全体の活動が停滞し

たため、クリエイター個人のくらしの基盤が安定しないと、非営利セクターの活動への積極的な参画はな

かなか難しい状況になるようです。 

 

 オンライン活動に代表される‘新しい生活様式’のなかでは、情報通信環境やそのリテラシーにより、さ

まざまな格差が生まれています。デジタルネイティブ世代よりも上の世代、生活困窮などにより通信環境

を整えられない人などが社会の動きから取り残されています。ここに障害のある人も多く含まれています。 

 

今こそ、NPOのアイデンティとマインドが試されるとき。 

社会に生じる‘障害’に対し、どのような創造力をもって、向き合えるのか。 

この実践こそが、エイブル・アート・ジャパンの仕事である、と考えます。 

 

2020 年度は、このコロナ禍でみえてきた新しい役割と仕事にチャレンジしていきます。 

それが、ポスト 2020 としての、この NPO の理念と人材とを育てていくとも思うのです。 

もちろん、たくさんの困難も、たくさんの試練もあるのですが、この不思議と澄んだ空気感のなかで活動に取

り組んでいきたいと思うのです。 

 

代表理事 柴崎由美子 

 

[2020 年度の行動指針] 

  

 今だから、NPO の理念と支援への協力を発信 
5 月 5 日から試行的に東北事務局と東京事務局が合同で「エイブルアート・オンラインサロン」をスタートしま

した。コロナ禍にみる福祉施設、非営利のオープンアトリエ、フリーランスの障害のある作家たち……、当事

者とその周辺のコミュニティをオンラインでつなぎ、自らの今、戸惑い、そしてミライへの想いを Facebook ラ

イブ動画で発信する試みです。5 月に４回を実施しましたが、6 月以降は、会員等コミュニティとの協働運営に

きりかえて配信を継続していきます。 

エイブルアートの理念、そして活動の今を知っていただき、ファンをつくり、共感をバネに協働者や会員、寄

付者を増やしていく挑戦です。 

 

 



3 
 

 

 オンラインによる未来志向の実践 
オンラインは、物理的な空間をこえて対話できることを実感できる利点もあります。この時代に私たちが与え

られたひとつのメディア（道具）として、オンラインともうまくつきあっていくような知恵を、とくに障害

者・生活困窮者・高齢者等のＮＰＯの現場とも共有します。学習支援環境の劇的な変化が先行する子ども支援、

教育支援 NPO にたくさんのヒントがあるはずです。異業種の活動に学びながら実践を高めます。 
 

 社会に生じる新たな‘障害’に向き合い、その課題解決を通じて事業（仕事）を生む 
2020 東京オリンピック・パラリンピックに関連した受託事業は、あっという間に露と消えていきました。しか

し、社会に生じる‘障害’に向き合い、その課題解決にむけて活動していたら、いつの間にか事業が生まれ、

また支援の輪が広がりました。 

NPO の財源バランスにとって重要な、自主事業～自ら仕事をおこし、持続していくための事業を、このターニン

グポイントにこそ開発していきます。 

 

 組織基盤と事業とのバランスと 
2019 年度の振り返りのなかで課題になった点「組織基盤強化」に着手したいと考えています。法人の運営を担

う中堅職員の雇用、法人の各種規程の整備と改訂、そして会員の仕組みについての見直し等です。このため、

組織基盤強化の助成に申請し、理事やスタッフ、第 3 者を含めてワーキングチームをつくり取組みます。 

 

 

 [スタッフ体制] 
 印と下線が【報告】追記部分です 

 

 法人本部/東京事務局 
・内野悦子（非常勤/2015年 9 月～） 

法人事務局の経理、労務を担当。 

 

・中塚翔子（常勤/2016年 7 月～） 

社会福祉法人わたぼうしの会/一般財団法人たんぽぽの家所属。東京事務局として出向。 

おもに、エイブルアート・カンパニー業務の推進とあわせて多様な事業の開発運営に携わる。 

 2020年 12 月から産休・育休 

 

・烏川淑子（非常勤/2019年 6 月～） 

一般財団法人たんぽぽの家所属。東京事務局として出向。 

 

 プロジェクトスタッフ 
・近田明奈（非常勤/2017年 4 月～） 

「みんな北斎プロジェクト」プロジェクトスタッフ。表現と教育に関わる領域の企画・運営を担当。 

 

・平島朝子（インターン/2017年 4 月～） 

博士課程在籍。障害と表現と社会運動の歴史研究を行う。ニュースレター発行等の事務局運営をサポート。 

  

・北田郭時（非常勤/2018年 10 月～） 

振付家事務所勤務。広報・ウェブサイトの更新等で事務局運営をサポート。 

 

・梅田亜由美（非常勤/2019年 4 月～） 

フリーランスのエデュケーター。「美術と手話プロジェクト」に参加しながら、アクセス関係の活動をサポー

ト。 

 

・平澤 咲(非常勤/2019年 4 月～) 

制作活動を続けながら、都内区立公園にて地域住民や大学生との連携、ユニバーサルプログラム、展示デザイ

ン等の教育普及業務に携わる。広報活動およびアクセスアート・オンラインプログラムの各種テクニカルサポ

ートを担当。 
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・原衛典子（非常勤/2019年 4 月～） 

飲食店や経理事務に従事。広報活動およびアクセスアート・オンラインプログラムの各種テクニカルサポート

を担当。 

 

 東北事務局 
・佐々木えりな（非常勤/2015 年 4月～） 

総務および障害のある人と福祉施設の相談窓口。月 8 日程度勤務。 

 2020年 4～9月は短時間就業、10 月より休業（一身上の都合による） 

 

・坂部認（非常勤/2018年 10 月～） 

プロの大道芸人、福祉施設等への出張プログラムに従事。事業全般の渉外および事務局マネジメント。月 8 日

程度勤務。 

 
 

■事業内容 

 

[総務]   

1． 会議等の業務 
（１）第 10 回通常総会の開催 

日時： 2020年６月 27 日(土)14：00～16:00 

 オンラインミーティングシステム Zoom 会議室 

 2019 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

 2020 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の承認  

 コロナ禍、はじめてのオンライン開催となった。会員には、書面や電子評決に協力をいただいた。また、

東京・神奈川・大阪・宮城などから会員やスタッフが参加し、オンラインならではの風景もあった。 

 

（２）理事会の開催 

 第 18 回：2020 年６月４日（木）18：00～20：00   

会場：A/A gallery 内（東京都千代田区外神田 6-11-14 アーツ千代田 3331） 

 2019 年度事業報告（案）・活動計算書決算（案）の承認 

 2020 年度事業計画（案）・活動計算書予算（案）の検討 ほか 

 第 19 回：2020年 7月 17日（金）18：30～20：30 

オンラインミーティングシステム Zoom 会議室 

2020 年度事業のうちアクセス関係事業、組織基盤についての会議 

 第 20 回：2020年 9月 16日（金） 18：30～20：30 

オンラインミーティングシステム Zoom 会議室  

東北事務局の活動の中期計画、アクセスアート・オンライン試行事業など報告 

 コロナ禍、事業の中止や新たな事業の推進にあたり経過の報告を行うとともに、2021 年度の事業について

の意見交換を行った。 

 

2． 会員に対する業務 
 会員の入会、継続、休会に伴う業務 

 7 月と 12 月の 2 回、会費請求のご案内をした。給付金の支給、社会情勢の不安などの様子を鑑み、会費振

込は最大 3年までは遅延しても良いことを説明に添えた。 

 2019 年度事業報告・活動計算書および 2020 年度事業計画（案）・活動計算書（案）の送付 

 ニュースレターと事業案内を発送（年４回程度） 

 ニュースレターは発行 2 回だが、Facebook の担当を据えて、月 4～7 回程度の定期的な更新を実施した。 
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3． 経理などの業務 
 資金管理として、現預金などの日常の管理状況を明らかにする。顧問契約は、よしとみパートナーズ会計

事務所（東京） 

 運営基盤の確立のために月次ごとの収支計画をたて、確実に遂行 

 税務に関する業務として、法人税や消費税、源泉徴収税等の税務関連の業務 

 

4． 労務管理などの業務 
 法人でスタッフを雇用するための準備 

 法人に関連する業務を行うスタッフの労務面等において配慮 

 各種規程・規則の変更を検討、職員給与の検討 

セクシュアルハラスメントの禁止、職員の休日、個人情報の適正な取り扱いに関する基本方針、教育訓練 

 コロナ禍、スタッフに幼児や高齢者との同居者が複数いたため、テレワークを基本のかたちとした。相談

支援、アトリエ運営、講座運営など必要時は事務所や現場に出勤した。テレワークの期間が長くなり、ス

タッフ個々の通信費、パソコン借用についての費用負担を課題と捉え、代表理事の権限で支払い規程をつ

くり年間 2回の支給を行った。 

 

5． 総務関連などの業務 
 業務運営に必要な届出業務 

 ＮＰＯ法人としての東京都への 2019 年度事業報告・活動計算書の提出（総会後６月末完了） 

 当法人に依頼がある後援名義の借用等の検討と対応 

 

6． 広報・寄付キャンペーンなどの業務 
 ウェブサイト、フェイスブック、データベースを活用した広報活動 

 寄付キャンペーンの実施、会員の仕組みの見直し、増員キャンペーンの実施 

 データベースの活用：組織内で運用方法のルール化をすすめる。個人や団体に付属するカテゴリーの整理、

スタッフが名刺交換した人たちのデータの一元管理、寄付の呼びかけやキャンペーン案内、セミナーや展

覧会情報などの発信・申込み管理などを実施。 

 寄付サイト GiveOne に登録する NPOの組織審査があり、選考を通過し継続。 

 コロナ禍の活動をきっかけに、計画助成１件、企業より寄付２件があった。2021 年 2～12 月期にも計画助

成１件があり、21 年度事業として実施。 

 企業より法人会員への問い合わせがあり、数名でオンライン面談を実施。結果、法人会員が 1 団体増。事

業での連携を試行していく。 

 

7． その他 
 複数の NPOが事務所を共有する場合のルール見直し～地代家賃、賃借料、通信費、営業報酬や人件費。 

 東京都の家賃給付を申請・取得。東京事務局の賃借料を支払いしている弊法人と、エイブルアート・カン

パニー事業（本部・一財たんぽぽの家）と按分した。アトリエ活動拠点とのバランスを考えながら、事務

所の縮小や移転を検討する必要がある。 

 テレワークがすすんだことにより、ペーパーレス化、事業関係ファイルはクラウド保存に移行しつつある。 

 

 

[企画事業] 
1． A/A gallery 事業 
 方針 

Ａ.エイブル・アート・アワードの受賞者や希望する作家等の原画販売 

Ｂ.エイブルアート・カンパニー／Good Job!事業のショールーム的機能をもたせた企画・販売 

Ｃ.エイブル・アート・ムーブメントの発信拠点として重要なテーマの発信 

「障害とアート」の多様性をみせる展示、「アートと社会」の関係性をみせる現代的なテーマなど 

Ｄ.会員および関連する個人・団体が多様な表現や試行を発信する場 

 運営のサイクル 

・基本的には木・金・土・日にオープン。３週間～１カ月単位のサイクルを維持する。 
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・貸し事業の際は、随時相談。 

・夏季休暇、年末年始休暇あり。 

 特記１：会員による自主企画展 

全国の会員や活動実践者のみなさんからの発信事業枠を設ける。外部パートナーとの原画販売事業。 

 特記２：企画や作品の巡回 

国内外のネットワーク団体と企画展、作品の巡回の機会をつくる。 

 2020年 4 月以降、展示機会なし 

 

2． A/A shop 事業 
外部販売の機会が増えてきたため、Good Job!センターと連携して商品の仕入れ・販売を行っていく。 

 スマイル基金（みやぎ COOP 助成）による販売会（2021年 1－3 月仙台市の雑貨店にて福祉施設と協働）と

書籍販売に留まる。 

 

3． エイブルアート・スタジオ事業 
 方針 
Ａ.運営委員会による独立採算事業を実施する。 

Ｂ.セミナーやサロンなど、人が集う場や企画を実施する。→2020 年度はオンライン事業によって実施 

 アトリエ活動 会場：アーツ千代田 3331 B105（レンタルスペース） 

アトリエ・ポレポレ ファシリテーター 

サイモン順子さん 

毎月第 2、4土曜日  

13:30～17:00  

登録メンバー：25 人 

年会費 5,000 円 1 回 2,500 円 

エイブルアート芸術大学 ファシリテーター 

中津川浩章さん 

毎月第 2 日曜日午後  

14:00～17:00  

登録メンバー：30 人 

年会費 3,000 円 1 回 2,500 円 

・ポレポレの運営は渡辺一充さん（会員）、芸大の運営は家族・ボランティアを中心に運営している。 

・6 月：コロナ禍、運営スタッフとファシリテーター、事務局により新しい運営方法の検討。 

・7 月：新しい運営方法の実践。外出自粛要請などの状況により休止またはオンラインなどを活用して実施。 

 通年を通じて、ファシリテーターおよび運営スタッフと相談しながら実施可否を判断。当初は、感染への

不安から参加者は減ったが、時期により新しい体験を求める新規参加者も増えた。 

 東京都感染拡大防止協力金を申請し受給。休止した回数に応じ、ファシリテーター等謝金や運営費に充て

た。2021 年 3 月末現在、繰越金があるため、2021 年度も活動を休止した際には同様の方針で謝金や運営費

に充てる。 

 

4． エイブルアート・カンパニー事業  
 方針 

・「障害のある人のアートを社会に発信し、仕事につなげる事業」の窓口として活動を展開する。 

 内容 

（１）基盤整備 

 既存ウェブサイトの活用促進。 

 ウェブサイトの改変への着手。データベースやシステムの変更等を含め検討していく。 

 コロナ禍、IT 助成（文化庁）を取得し（本部・関西事務局）、ウェブサイトの 13年ぶりの改編を行った。 

 東京事務局スタッフの産休・育休に伴い、関西事務局から 1 名出向の方針になる。ただしコロナ禍、2021

年 5 月現在、関西に留まって業務中。そのため、３法人４事務局で話あい、業務管理をオンライン上の仕

組みに移行。必要時は遠隔地から、進行や交渉内容のサポート、オンライン商談を行っている。 

 

（２）著作権マネジメント 

 著作権使用部門の売上を伸ばす試みのほか、取引先企業と継続したパートナーシップを結べるよう、日常

的な情報配信に力を入れる。 

 継続採用を見込んだ企画では、積極的な描き下ろしやアーティスト参加イベント等付随企画など、クライ

アントの満足度を上げる提案を行っていく。 

 今後依頼増が予想されるテーマについては、新規案件獲得に向けて事前に描き下ろし作品を募集しデータ

をストックする。 

 ＪＡＧＤＡつながりの展覧会Ｐａｒｔ３「フレフレハンカチ 2020」事業の推進 

2021 年オリンピック・パラリンピック開催期間までに延長予定。 
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 第 12 期アーティストが 6 名デビューし、WEBサイトも大幅リニューアルを行なった。2021年 3月 27 日時点 

登録作家 119 名／登録作品総数 13,427 点 

 2020 年度は、コロナウイルスの影響によるデジタルコンテンツの制作と、SDGs達成およびESG投資＊の影響

による環境や多様性に配慮したプロジェクト案件が増加した。＊（環境／Environment、社会／Social、企

業統治／Governanceに配慮している企業を重視して行なう投資） 

事例として； 

①トヨタ自動車株式会社 

2020 年度は東京 2020 公認プログラム「トヨタ×エイブル・アート」としても協働。

新規・継続でさまざまなプロジェクを実施。 

・生地活用プロジェクト：不要になった生地を活用しアーティストの作品による

デザインでTシャツを製作。 

・LINEスタンプ：「ソーシャルディスタンス」「手を洗おう！」などコロナ対策をテーマにしたスタンプを制

作。同一デザインでペーパーコースターの制作も。 

・ウィンドウラッピング：最新技術や新型車を展示している「トヨタ会館」（愛知県豊田市）で、館内のウィ

ンドウに「誰もがスポーツを楽しめるように」というメッセージも込めた作品 15 点が採用。他 

②桶谷ホールディングス（本社：奈良県） 

新商品のワインのラベルデザインに作品使用。販促グッズとしてエコバッグも製作し、売上の一部を基金化し、

「環境問題に取り組んでいる福祉事業所」「障害のある人の表現活動を支援している団体」に寄付。 

③ 合同会社西友 

レジ袋の有料化が 7 月からスタートしたのにあわせ、リサイクルペットボトル 100%のサスティナブルな素材を

使用したエコバッグを全国の店舗にて販売。作品採用が、第 2 弾、第 3 弾と継続中。 

 

（３）メイク講座 

障害のある人のメイクや身だしなみを支援する、ハーバー研究所との共同開発事業。 

福祉事業所、家で取り組める動画の配信と教材の提供を行う「オンラインメイク講

座」開発、6月より実施。受付、参加費回収、アンケート回収などの業務を行う。 

 2020 年８月よりオンライン講座（動画配信）を開始。これまでは主に首都圏

での実施だったが、オンライン化によりどの地域からでも受講できるようにな

った。都道府県ごとに 2 か所程度設置されている「障害者生活・就業支援セン

ター」にチラシを配布。結果、10 月から 3 月にかけて３団体（北海道・神奈

川・愛知）、２個人（東京・神奈川）からの申し込みがあり対応した。2021

年度も実施継続する。 

 

（４）MHD Artists Scholarship Program（MHD アーティスト・スカラシップ・プログラム） 

 法人会員のMHD（モエヘネシーディアジオ）とスカラシップ・プログラム2年目

を実施。12月募集、1月応募締切、2月社員による審査、4月にスカラシップ受

賞者と社員による交流。スケッチ旅行、個展の実現、オンラインギャラリー開

設など、作家個々の夢を実現した。アーティストに自由な活動の機会与えてい

る点、オンラインを通じて全国各地の社員とアーティストがともに、直接交流

できることが大変貴重。募集の方法や期間、プログラムの価値の伝え方などを

改善していく。 

 

（５）その他 

 ユニバーサルキャンプTOKYO 2019 

 2020 年９月→中止 

 

 オルビス株式会社 Satolier プログラム  

一般参加者向けのプログラムに、アーティスト派遣を行う。 

 実施なし 
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5． 鑑賞支援事業 
アクセシビリティに関連する事業ニーズが高くなってきている。新しい協働者とのネットワーク化や実践に取

り組む。 
 

（１）「美術と手話プロジェクト」の運営 

 プロジェクトメンバー定例会議（月 1 回） 

 トークサロン「きこみゅ」、年間数回開催 

 手話通訳の提供、美術館との連携事業 

 美術館における手話通訳者養成プログラム開発事業→2019 年度中に助成金申請 

 定例会議を月 1 回程度、オンラインで実施。オンラインで手話や UD トークを使ってコミュニケーションを

とる際の課題を日々検証しながら、メンバーは東京・神奈川・埼玉・宮城から参加している。年度途中で

新たに 1 名がメンバーに加わった。 

 美術館からの相談や講座の企画運営に協働。オンラインにも対応することができた。 

・12月 12 日：長野県信濃美術館で「アート・コミュニケータ基礎講座」を担当 

・３月７日：東京都写真美術館でボランティア研修会を担当 

・３月 24 日：金沢 21 世紀美術館ボランティア研修を実施するための打ち合わせ 

 

（２）六本木アートナイト 2020 

 5 月 30 日、31 日中止。次年度開催にむけたチームの研修と実践 

 2021 年度の実施に向けて、関係者による情報交換や打ち合わせを行った。 

 

（３）その他 

アクセス・アートセンター設立準備 

 設立準備のコアメンバーによる定例会議、助成申請、設立準備 

 第 19 回理事会における提案と検討 

 第 19 回理事会において提案・議論。その後もコアメンバーで定例会議を実施し、令和 3 年度文化庁助成に

応募（2 月）、4 月採択。エデュケーター2 名、システム開発 2 名、法人会員 2 名、プロジェクトスタッフ

（補助員）2名体制で活動を開始。 

 

６．企画制作事業  

 

関東エリア 
（１）モノづくりサロン 2020（自主事業） 

プログラムのオンライン化の試行。全国各地の参加者が参加できる可能性を探る。 

主催：モノづくりサロン実行委員会 

（敬称略）前川亜希子（デザイナー）、加藤未礼（コミュニケーションデザイナー）、河原レイカ（編集者）、

三田大介（すみだクリエイターズクラブ）、高野賢二（クラフト工房ラまの）、柊伸江（デザイナー）、猪股

春香（コーディネータ）、中塚翔子（エイブルアート・カンパニー）ほか 

 チームとしての活動は休止 

    

（２）墨田区「みんな北斎プロジェクト」（受託事業） 

過去 3 年間の作品をすみだ北斎美術館ほか、区内のデジタルサイネージで上映。また、

オンラインを活用して障害児がいつでもどこでも取り組める、アニメーションコンテ

ンツの開発にチャレンジする案を検討中。 

・主催／墨田区、企画・運営／NPO 法人エイブル・アート・ジャパン、監修／しりあ

がり寿、制作／すみだクリエイターズクラブ 

 当初、オリンピック・パラリンピックが終了する 10 月までにアニメを紹介する催事を実施する計画だった

が、「まとめる・形にする・継承する」として、以下の活動を行った。 

（１）展示上映会 

 場所 内容 実施日 来場者数 

１ オンライン／「江戸に浸かる」 ・プロジェクト紹介 2020/9/27(日) 259 回 
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・「未来スタジアム」 視聴 

２ 

隅田公園「すみだパークシネマフ
ェスティバル」 

・パネル展示 
・プロジェクト紹介 
・全 3 作 

2020/9/27(日) 約 300 名 

３ 墨田区役所１F アトリウム 
・2019 年度報告展示 
・全 3 作 

2020/12/7(月)～
9(水) 

約 100 名 

（２）広報プロモーション 

 場所 内容 期間  

１ 浅草東武ビジョン 
「未来スタジアム」予告 2020/4/1(水)～2020/11/9(月)  

「未来スタジアム」PR 2020/11/9(月)～2021/3/31(水)  

２ 東京東信用金庫 全 3 作連続上映 2020/4/1(水)～2021/3/31(水) 68 店舗 

３ YouTube 
「アニメですみだ！」3年間の
ものがたり 

2021/3/15(日)～ 
2021/4/2(木)現在 

322 回視聴 

（３）今後の継承に向けた活動・トーク企画 

今年度限りで墨田区の主催事業としては完了。「みんな北斎」のマインドを引き継ぎ、コーディネーターと

墨田区のメンバーが地域での活動を継続していく。そのため、活動の意義を考え社会発信するために、ゲス

トとプロジェクメンバーによるトーク全 3 回を Zoom で収録、5 月に発信を行う。 

トーク企画 ※しりあがり寿さんは全て出演 

① アニメーションの可能性についてのトーク 

 ゲスト：土居伸彰さん（株式会社ニューディアー）、黒須勇輝(クリクラ)ほか 

② アーティストが障害のある人と活動する意味についてのトーク  

ゲスト：大友良英さん（音楽家・作曲家・プロデューサー）、即興からめーる団ほか 

③ 地域のなかにアートができる環境をつくることについてのトーク 

ゲスト：泉沢ひとみさん(特定非営利活動法人のぞみ)、關真由美さん(すみのわ)ほか 

 
（３）東京都公園協会「アートブロッサムきぬた」（受託事業） 

東京都世田谷区にある砧公園におけるアートイベント 

→2020年 4月中止。場合により年度内開催または次年度持越しとなる。 

 2020 年度中にタペストリーの制作・納品までを完了したため、急遽、板橋区の公園にてタペストリーを掲

示し動画で紹介することに。板橋区の NPO が主たる運営者だったため、作家情報などを引継ぎした。 

 

東北エリア 
（４）仙台市文化プログラム「SHIRO Atelier＆Studio ―ともにつくる芸術劇場―」 

2018－2020 年の３年間の計画で「仙台市文化プログラム」、そのうち「障害のある人たちの文化芸術活動を支

援・推進する計画の３年目。仙台市と仙台市市民文化事業団と共催。 

問題意識は、文化関係者とのネットワーク化、支援者育成、活動の参画者裾野拡大。 

 アトリエつくるて全５回。ファシリテーター２人が担当。 

 「みんなでつくるよ！広場の人形劇」全５回。ファシリテーターとサポーター３人が担当。 

 仙台市内の新旧の団体や関係者が活動を紹介する「障害と芸術文化の大見本市」を実施。障害のある人た

ち自身が仙台市内にある文化活動の機会を知り、楽しく体験し参加の意欲をひきだすような場をつくる。 

 

 2020 年度に実施した活動概要は以下の通り。 

１．環境づくり：ネットワーク設置、情報交換、ワークショップ型勉強会の実施 

ネットワーク会議（1 回）、協働型評価ワークショップ（2 回）、情報を一元化した

フリーペーパー改編・再発行（1 万部） 

２．表現の場づくり：文化施設を活用した定期的なアトリエ＆スタジオ事業 

アトリエ＆スタジオ事業の開催 

仙台市内の文化施設を活用し、障害のある人が主体的に関わることができるアトリエ

＆スタジオ事業を実施。年度当初は新型コロナウイルスの影響のため、試行事業とし

て Zoom（オンライン会議システム）を利用してアトリエ（１回・２日連続）、人形劇（2回）開催。9月以降は市内
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のアートスペースでアトリエ（4 回）、人形劇（3回）実施。 

参加者は、アトリエのべ 148 人（うち障害のある人 56人）、人形劇のべ 109 人（うち障害のある人 31人）。 

３．芸術作品の創造  

アトリエ、人形劇ともに在仙で社会活動が活発なアーティストたちにファシリテーターを依頼。人材発掘・育成の目

的も兼ねる。人形劇は、５回連続のワークショップを通じて即興劇を収録、2021 年 2 月にオンライン見本市にて映像

を配信した。 
４．障害のある人たちの芸術文化活動に関するショウケースとトークイベント開催 

コロナ禍でも発信できる環境をつくる試みとして、障害のある人と芸術文化活動の大見本市を Zoom および YouTube

ライブによる配信で実現。「障害のあるアーティストと聞き手によるアーティストトーク」に、アトリエと人形劇か

らメンバーが出演、「人形劇の上演・アフタートーク」も実施した。 

５．その他  

定禅寺ギャラリー（竹中工務店運営）（10/21-11/13）、仙台市役所１階ギャラリーホール（2021/1/25-2/5）で活動

紹介の機会が生まれ、おもに写真や映像を展示した。 

 

（５）障害者芸術文化活動普及支援事業（受託事業） 

 相談支援の窓口の設置（対象地域における相談支援） 

 人材育成のための研修計画 

 関係者のネットワークづくり 

 参加型展示会 

研修のオンライン化を準備中。また、「障害と芸術文化の大見本市」が大規模イベントとして開催が難しい場

合は、出展者および作家と作品のデジタルアーカイブを実施する。 

 

 2020 年度に実施した活動概要は以下の通り。 

１．相談データ（実績：令和３年 3 月 22 日時点） 

 

□相談者属性 

項目 件数 

障害当事者 54 件 

家族 9 件 

障害福祉関係者（障害福祉サービス事業者、当事者団体等） 47 件 

文化施設（美術館、博物館、劇場、ホール、ギャラリー等）  31 件 

芸術家・文化団体・文化関係者 6 件 

市民団体（サークル、クラブ活動等） 9 件 

教育関係者 26 件 

医療機関 0 件 

自治体 1 件 

その他（企業、報道機関、等） 45 件 

 

□相談内容種別 

項目  件数 

鑑賞（鑑賞機会、鑑賞支援等） 13 件 

創造（創作環境、支援方法等） 25 件 

□相談者 宮城県内のべ 37 個人/団体、宮城県外のべ 45個人/団体 合計 82 個人/団体  

□相談件

数 

 

相談件数 82件、相談回数 228 件（前年度 225件 /前年度比 101％） 

※相談件数  寄せられた相談につき 1件とカウント 

※相談回数  電話やメールなど、相談対応ごとに 1回とカウント 

□特記 

 

・精神障害の方からの問い合わせが多い傾向（コロナ禍の漠然とした不安、作品をみてほしい） 

・「県政たより」に支援センター問合せ窓口が掲載、在宅の障害者およびボランティア希望者の相

談増 

・宮城県以外の相談者を地方の支援センターへ引き継ぐケース（神奈川、大阪、栃木、山形など） 

・大学生/院生のオンライン授業やヒアリングへの対応微増（コロナ禍課題調査、政策系、コミュ

ニティデザイン系） 
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発表（発表したい、開催したい、依頼された） 25 件 

交流・連携（ネットワークづくりなど） 26 件 

調査研究・保存（作品の保存に関することなど） 7 件 

権利保護（出展依頼したい・された、二次利用・商品化、販売、寄

託・寄贈、作品の取扱全般、成年後見制度等） 
22 件 

人材育成（研修等の情報、講師についてなど） 37 件 

情報発信（取材、広報、見学） 46 件 

その他 27 件 

 

２．ネットワーク会議および情報交換会（２回） 

内容 日程 会場 *Zoom併用 参加者数 

事業計画の検討 令和２年 5/31 みやぎ NPOプラザ会議室（仙台市） 13 人 

事業の振り返り、協働型事業評価 令和３年 3/4 仙台市市民活動サポートセンター（仙台市） 9 人 

 

３． 人材育成研修 

先駆的活動をオンラインでつなぎ、その現場をまわるツアーとディスカッションの構成。もう

ひとつのねらいとして、オンライン見本市に登場してほしい「新しい宮城・仙台の活動」団体

に研修に参加してもらい、もし自分が活動を紹介する側になったらどうみえるのかを考え、

感じてもらうための機会にした。発表予定者だけでなく、アートディレクション、配信テクニカ

ルディレクションの方たちにも参加してもらい、福祉現場の状況や想定できるトラブル防止、

また演出方法などの検証のきっかけとした。 

内容 日程・会場 講師、案内役等 
参加者

数 
備考 

 
プログラム A 

 ‛働き方と生き方を創り出す工場‘ 長崎・

MINATOMACHI FACTORY（ミナトマチファク

トリー）にみる、障害のある人たちの表現と

仕事づくり 

2020/11/ 13（金） 

講師は長崎 

Zoom 

案内役：ミナトマチファクト

リー代表 石丸徹郎他＋

利用者 

15 人 
仙台市、東松島市、涌谷町、石

巻市、県外（京都、大阪） 

プログラム B  

みんなの「生きる」をうけとめる。 埼玉・工房

集にみる、重度の障害のある人たちと表現

活動 

2020/11/ 19（木） 

講師は埼玉 

Zoom 

案内役：工房集 宮本恵美

他＋利用者 
21 人 

仙台市、大和町、東松島市、涌

谷町、石巻市、登米市、南三陸

町、県外（京都、大阪） 

プログラム C  

生き方はひとつじゃないぜ！ 京都・Swing ス

ウィングにみる、市民活動としてのアートス

ペース 

2020/11/ 30（月） 

講師は京都 

Zoom 

案内役：NPO 法人スウィン

グ代表 木ノ戸昌幸＋利

用者 

26 人 

仙台市、東松島市、涌谷町、石

巻市、登米市、県外（東京、京

都） 

オンライン見本市技術講習会 
2020/12/22(火) 

Zoom 

濱田直樹（株式会社

KUNK） 
9 人 仙台市、涌谷町、登米市 

オンライン見本市 Zoom お試し会① 2021/1/24(日) Zoom 支援センタースタッフ 2 名 8 人  

オンライン見本市 Zoom お試し会② 2021/1/29(金) Zoom 支援センタースタッフ 2 名 6 人  

  合計 85 人  

   
４．展示会開催事業 

2018 年度と 2019 年度の過去 2 回、仙台市の生涯学習施設「せんだいメディアテーク」１階オープンスクエアで

実施してきたが、2020年の新型コロナウイルス感染症による福祉の現場、公共施設などの感染防止への意識は

大変強かったため、夏にはオンライン開催に踏み切る決断をした。 

＊「仙台市文化プログラム_障害のある人たちの芸術文化活動を推進するプログラム」（仙台市/仙台市市民文

化事業団/弊法人の共催）と同時開催とし実施。 
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第３回 障害のある人と芸術文化活動に関する大見本市  

きいて、みて、しって、オンライン見本市。 

 

日程：2021年 2 月 7 日(日)－9 日(火)10:00～16:00 

会場：Zoom ウェビナーによるセミナー（事前申し込み制）と、

YouTube[SOUP の見本市]チャンネルからの配信 

障害と芸術文化の大見本市では、3日間で 4 プログラム合計 18 本のコン

テンツをオンライン公開。視聴者へのアプローチとして、宮城県と仙台

市の行政と連携し、特別支援学校や特別支援学級の児童・生徒、障害福

祉施設・各種相談支援センター、図書館・文化施設・生涯学習施設など

福祉・文化芸術・生涯学習などの関連機関に、合計 1 万枚のチラシを配布したほか、一斉メールやウェブサイ

ト、SNS を通じた広報を行う。 

プログラム 1 [アーティストトーク] かたる SOUP：6 コンテンツ 

障害のある作家と、彼らとともに協働するアーティストが登場。作品をかたる、制作風景をかたる、共有して

いる時間をかたる、映像を通してかたる…。宮城発のアーティストトークとして企画実施。 

プログラム 2 [宮城の活動×全国の活動のクロストーク] ひらけ SOUP：6 コンテンツ 

新たに活動をはじめた・はじめる団体と、「障害のある人と芸術文化活動」の領域を豊かにするアーティストや

文化芸術団体に視点をあてたプログラム。宮城の団体が、活動の現場から発信・中継し、オンラインの利点を

活用して「あってみたい。みにいきたい・はなしてみたい」県外の活動実践者と話をするトークライブとして

実施。 

プログラム３ [障害のある人たちのまなび×芸術文化] まなぶ SOUP：5 コンテンツ 

障害者の生涯学習に関する内容。「障害者の生涯学習支援の今」として政策の流れ、宮城県内の現状、先進事

例報告として神戸市と練馬区の事例に学び、参加者と積極的な質疑応答の時間を共有した。 

 
 

■広報・取材掲載 

宮城県および仙台市市民文化事業団の協力のもと、以下の広報活動を行った（仙台市文化プログラムと共通）。 
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■調査対応、講師、勉強会等 

・仙台市教育委員会/仙台市生涯学習課の「障害者の生涯学習」に関する調査対応（9 月） 

・宮城県特別支援学校進路指導連絡協議会での講話（10月） 

・文科省/宮城県教育委員会「共生社会コンファレンス」の広報協力（10 月-） 

・仙台市市民文化事業団 職員向け研修（11月） 

・美術家、福祉＆文化 NPO、仙台市市民文化事業団職員との「東北から社会包摂を考える会」（2 月） 

・障害と芸術文化に関する講演など（文化庁、大学、NPO法人まる、一財たんぽぽの家など）(通年) 

 

（６）せんだいメディアテーク「ＴＲＡＣ（東北リサーチとアートセンター）」へ参加（市民協働） 

 地域の文化・営みをリサーチし、その結果を作品に取り入れる活動を実施する。震災後の記録をとる画

家・映像作家等のグループ NOOK、3.11 オモイデアーカイブ、エイブルアート東北が、分野横断型の調査や

制作を行う。 

 「立ち上がりの技術」リサーチ、他薦による‘表現のようなもの’を集めた展覧会「レコメン堂」への協

力 

 仙台市の生涯学習施設のサテライトのため、ギャラリースペースは閉場期間が長引き、積極的な企画展示

も実施できなかった。8 月にオンラインサロンを運営したのみ。特記として、3 月に「レコメン堂」が福島

「はじまりの美術館」に巡回し、一部の障害のある作家の作品が発表の機会を得た。なお、21 年 3 月末で、

仙台市の財政難によりセンターは閉館。東北事務局が入居しているため、仙台市と他入居団体と議論し、6

月より民間２団体・個人若干名で、家賃を支払い利用継続する。 

 

（７）商品品質向上勉強会（自主事業） 

販売の機会が増えた 2019 年度であるが、残念ながら法令にそった品質表示や、魅力的なパッケージに乏しいこ

とで、成果のだせない福祉施設があることを課題と感じたため、6 年ぶりに新しい参加者を向けて勉強会と実践

的販売会を実施する。みやぎ COOPの助成金により、4 事業所と協働運営、10 事業所の職員および利用者を対象

に実施予定。（COOP トリプルカードみやぎスマイル基金） 

 勉強会はすべてオンラインに切替え。石巻市や大崎市の福祉施設を含め 10 団体個人が全 7 回の勉強会に参

加、オンラインへのアクセス支援も実施した。詳細は以下。 

雑貨カイゼン基礎講座、実践講座 計 7 回実施、すべてオンライン 

・6 月高島屋セントラルバイヤーを招いたオンライン講座 1 回 

・7・8・9 月 商品開発のデザイナーを招いたオンライン講座 概論 3 回 

・10・11・12 月 商品開発のデザイナーを招いたオンライン講座 実践 3 回 

販売会（2021 年１月 27 日～3 月 13 日） 

・1－3 月 小物と焼菓子のお店エフブンノイチ（仙台市青葉区）で「ひだまり

のギフト展」開催。アート＆クラフト、バレンタイン＆ホワイトデーのスイー

ツを全 14 団体個人で実施。メディア掲載多数となり、新規のお客さまを得て福祉施設の売上に貢献することが

できた。 

 

 

全国 

（８）Tik Tok 新型コロナウイルス緊急支援助成プログラム 

4 月上旬にネットワークの障害児者および支援者（家族・福祉施設等）にアンケー

ト・ヒアリングを実施（約 150 件）。感染症にかかりやすい・感染症に関する知識を

正しく理解し、予防することに困難を抱える障害児者は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大を防ぐため、4 月以降、多くの人が在宅利用または自宅待機をしている。

これにより他者との接触や社会的なつながりが失われ、本人の心身の不調や支援者の

ストレス、また在宅障害者は孤立が明らかになった。障害特性や教育機会の少なさ、

成人については所得の低さからオンラインでのコミュニケーションや情報の獲得に課題がある人も多数おり、

感染症の影響が長期化し「新しい行動様式」が求められるなか、社会の変化に対応できていない。これらのこ

とを問題意識として緊急実施した。 

 主な支援対象者：芸術文化活動に参加する障害児者、芸術文化活動の場を運営する芸術家・アーティスト

（ファシリテーター） 

 実施内容：障害児者の集まるコミュニティ（福祉施設含）は感染症のクラスターになる事例や危機も報告
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されているため、障害のある人やその支援者がオンラインを利活用し、

今後の「新しい生活様式」を構築するためのきっかけとしたい。 

①障害のある人と支援者の通信環境及び使用可能サービスについてのアンケ

ートと詳細なヒアリング（郵便・電話・fax・オンラインなど多媒体による） 

②①を元に抽出したパートナー個人/団体に対し、オンライン会議サービスを

使用する環境整備・活用のサポートを実施（主に Zoom を使用） 

③パートナー個人/団体と、障害のある人と支援者（家族や居宅サービス事業所等）がオンラインを利活用し創

作活動をする方法等の開発・実施 

④ ②③で得た知見を障害のある人にもわかりやすい配慮をしたコンテンツ（動画含）にして配信 

⑤活動をホームページ、SNS 等を通じて随時インターネット上で公表し、類

似した社会課題をもつコミュニティへ広報・普及 

 

 事業の成果は、法人のウェブサイトにて公開中。 

【アンケート結果公開】障害児者の参加するアトリエ＆スタジオにおけるオ

ンライン化の課題等を調査しました 

【レシピ集公開！】障害児者が参加するアトリエ＆スタジオ オンライン試

行事業 

 

（９）新型コロナウイルス給付金プログラム「アクセスアート・オンライン試行事業」新規 

（公益財団法人パブリックリソース財団コロナ給付金寄付プロジェクト「福祉・教育・子ども分野助成基金」） 

 

ミュージアムなどの文化施設は、障害のある人にとっても余暇の楽しみのひとつだったが、コロナ禍にあって

こうした文化的で豊かな営みに直接参加することは困難な状況となった。with コロナにおける新しいスタイル

として、オンラインによる文化的な学びの機会は急速に広がり、場所を問わず発信・参加・交流が可能となっ

たが、一方で、障害のある人などをはじめ情報弱者とされる人たちの存在は見落とされがちである。そこで本

事業では、ミュージアムのインクルーシブな取り組みのリサーチからスタートし、オンライン鑑賞プログラム

のプランニング、オンラインを介した鑑賞プログラムの実施（試行）や可能性を探った。 

 活動の内容、成果と課題、展望は以下の通り。 

フェーズ 1：オンライン勉強会（2020 年 10～11 月、全４回） 

ミュージアム関係者、障害当事者、研究者など 10 数名が参加し、インクルーシブなミュージアムの取り組み事例や実践

から得た気づき、障害当事者のオンライン鑑賞における課題などを共有、議論した。 

フェーズ２：オンラインプログラム（2020 年 12 月～2021 年 2 月） 

勉強会メンバーであるミュージアム関係者と、障害のある人や高齢者との協働により、以下３つのオンラインプログラム

を実施。 

A 視覚障害のある人との協働による「見えない人と見える人が行うオンライン鑑賞」 

B 発達障害（感覚過敏）の人との協働による「センサリーフレンドリーという視点から行う

オンライン美術館訪問」 

C 高齢施設との協働による「高齢施設における作品鑑賞会と、鑑賞会のオンライン見学」 

フェーズ３：オンライン報告会（2021 年３月） 

将来のオンライン鑑賞の質的向上、ノウハウの普及をめざし、フェーズ１・２の取組み例を

オンラインで紹介。ミュージアム関係者、障害当事者など約 80 名が参加。終了後、編集し

たアーカイブ動画を 4 月末まで YouTube で公開した。 

 

●実施した事業の達成状況・成果 

これまで対面で進めていた事業では、実施者や協働者が東京近郊に限られていたが、オンライン事業となったことで

本事業では京都、高知、徳島、茨城、宮城など、遠方の地域との協働が生まれた。このことにより、ミュージアムの活

動スタイルや地域との関係性、障害当事者の環境なども、各地域によって事情が異なることが体験的に理解された。 

3 月 21 日に実施したオンライン報告会では全国の学芸員、ミュージアムボランティア、障害当事者やその家族、福祉関

係者、学生などの幅広い層から、約 80 名の参加があった。4 月 13 日に公開したアーカイブ動画の再生回数は、4 月 28

日現在、Youtube の手話通訳付き動画と合わせて約 230 回。事後アンケートでは「このような取り組みをもっと広く知って
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ほしい」「アクセスに関心を持つ人は多くないので、一層強く発信してほしい」といったコメントが思いのほか多く、インクル

ーシブなプログラムの認知度を高めたいというニーズが強いことを感じた。 

●事業実施を通じてわかった課題と今後の展開 

・フェーズ２の A 視覚に障害のある人たちの鑑賞会では従来の鑑賞とオンラインによる鑑賞の利点や課題が詳細に検

討され、参加したミュージアム関係者や市民グループも今後、満足度の高いプログラムを提供できる可能性を持つに至

った。B 徳島県立近代美術館によって制作された、美術館の周辺や館内の様子が分かる「スライドツアー（静止画）」「ビ

デオめぐり（動画）」は、完成版ではない状態であるが今後の公開を検討中。C では一般的に見学がしにくい高齢者施設

をオンライン訪問することの利点や、施設がオンライン対応できる技術をもつことが利用者に豊かなプログラムを提供で

きることを明らかにした。 

・オンライン報告会では準備を重ねて手話通訳と字幕を導入したが、当日「手話通訳者の画像の動きがスムーズでない」

「字幕が表示されない」といったトラブルが起こった。オンラインの情報保障の質を向上させるために、トラブルの経験知

も積み重ねてシェアしていく必要がある。 

・本事業内では、時間的な制約もありパソコンやスマートフォンの所有・操作が可能な当事者との協働が主となったが、

今後は所有・操作に困難を抱える当事者への取り組みを課題としたい。 

 

（10）交換留職プログラム（ベトナム Tohe×AAJ） 

日本とアジア新興国の社会的企業/NPO の知見共有を目的とした「交換留職プログラム」（トヨタ財団助成）を

行う NPO 法人クロスフィールドとの協業。 

 目的：参加団体間の知見共有（事業運営、組織運営等の観点等）、ミドルマネジメント層の育成 

 スキーム：日本とアジア新興国の社会的企業/NPO をマッチングし、各団体からミドルマネジメント層 1 名

を 3～4 週間派遣 

 時期と期間：2021年 1月～3 月※職員の派遣及び協業先団体からの社員の受入の両方を期間内で行う 

 団体と事業概要：Tohe http://tohe.vn/en/ 2006 年創業、ベトナム ハノイの社会的企業、従業員数約

30 名 ①アート教室の運営など、クリエイティブな活動を通じて自閉症の子供たちに情操教育を提供し、

子供たちの成長を支援、②子供たちのアート作品をデザインに替え、ファッションアイテムや雑貨を製

造・販売（収益が子供たちへの情操教育を継続的に提供するための資金源となっている）、③子供たちの

経済的自立をサポートするため、2020 年より職業訓練及び就労支援プログラムを新たに立ち上げる予定 

 費用：旅費（渡航費・国内移動費）、日当、通信費、その他（予防接種代、海外保険、渡航用ビザ）は助

成金にて支出 

 コロナ禍により、2020年 9 月時点で派遣時期が 2021 年夏に延期となったが、2022 年に再延期になること

に（2021年 5 月現在） 

 

７．調査研究事業   

TikTok 新型コロナウイルス緊急支援助成プログラムのなかでアンケート調査を実施。結果を広く社会に公表し、

課題解決のための事業に支援の輪が広がるようにする。一部、企業ボランティアへのプロボノを依頼予定。 

 日本 NPO センターの紹介により、アドビ株式会社からボランティア 1 名が参加。アンケートの分析、ビジ

ュアライゼーションを担当いただいた。 

 

８．出版事業 
2020 年度はなし。既存の書籍は販売する。 

 

９．助成事業 
 エイブル・アート・アワード  

 個別に、フェリシモによる寄付「小さなアトリエ基金」を継続。また現在のアーティストのニーズにあわ

せた事業として、MHD スカラシップ事業を独立したかたちで運営。寄付側の想い、アーティスト等のニーズ

をマッチングして柔軟に活動する。 

 

http://tohe.vn/en/


16 
 

 

10．その他目的を達成するために必要な事業 

 
 ボランティア・インターンの受け入れ、事務局サポーターの設定 

・ボランティア・インターンを積極的に受入れ、事業の参画者をふやしていく。 

・事務局サポーターを設定し、会員管理、データベース打ち込み、広報作業等を支援していただく。 

 事務所に集まるかたちでの作業は、東京で 2回、宮城で 2 回程度実施。 

 急速なオンライン化の波により、自宅で業務にあたるスタッフの情報交換や連絡調整に課題も浮上した。

そのため、日本 NPO センターとコードフォージャパンによる STO（ソーシャルテクノロジーオフィサー）プ

ロジェクトにエントリー。企業から 1 名が参加し、スタッフ間の連絡調整や業務管理について伴走支援。 

 

 エイブル・アート・ムーブメントの協働団体との連携 

一般財団法人たんぽぽの家による事業への協力 

・「知財学習プログラムの普及」、「ニュートラディショナル」、「IoT と Fabと福祉」ほか 

 知財に関するタブロイドのインタビューなどに対応した。 

 

 「エイブルアート・オンラインサロン」新規 

2020年 5月 5 日から試行的に東北事務局と東京事務局が合同で実施。コロナ禍

にみる当事者とその周辺のコミュニティをオンラインでつなぎ、自らの今、戸惑

い、そしてミライへの想いを Facebook ライブ動画で発信する試み。エイブルア

ートの理念、そして活動の今を知っていただき、ファンをつくり、共感をバネに

協働者や会員、寄付者を増やしていく挑戦として取り組んだ。後半は、進行中の

事業の広報も兼ねた。 

 これまでに配信したサロンは、すべて AAJ の Facebook ページ（ログイン不要）から見ることができる。 

 

【第 1 回】2020 年 5 月 5 日 福祉の手仕事の現場は今 東京と福島からの報告 

ゲスト：富永美保（NPO法人しんせい / 福島）、高野賢二（クラフト工房 La mano、AAJ 監事 / 東京） 

【第 2 回】2020 年 5 月 11 日 からだとこころの触れ合う場 小さなアトリエの現場から  

ゲスト：中津川浩章（美術家、AAJ 理事 / 神奈川） 、佐竹真紀子（アーティスト、一般社団法人 NOOK / 宮城） 

【第 3 回】2020 年 5 月 20 日 二次元と三次元のあいだ ‘オンライン’からこぼれゆくもの 

ゲスト：ホシノマサハル（アーティスト、AAJ理事 / 静岡）、光島貴之（美術家、鍼灸師、AAJ 理事 / 京都） 

【第 4 回】2020 年 5 月 31 日 全国のアーティストは今 会社にも施設にもつながっていない私たちは 

ゲスト：Wancha（北海道）、ウルシマトモコ（東京）、カミジョウミカ（長野）、森豊和（岐阜）（以上エイ

ブルアート・カンパニーアーティスト） 

【第 5 回】2020 年 6 月 6 日 今だから HUMORA！ HUMORA on line はじめます 

ゲスト：金武啓子（西淡路希望の家 / 大阪）、武捨和貴（NPO 法人リベルテ / 長野） 

【第 6 回】2020 年 6 月 20 日 モノづくりサロン クリエイターたちがみる社会の兆しと大切なこと 

ゲスト：加藤未礼（コミュニケーションデザイナー / 東京）、柊伸江（株式会社ダブディビデザイン / 東

京・京都） 

【第 7 回】2020 年 7 月 25 日 「みんな北斎」プロジェクトを語る！ 

ゲスト：木村吉見（デザイナー）、黒須勇輝（映像クリエイター）、近田明奈（コーディネーター） 

【第 8 回】2020 年 9 月 20 日(日) 美術と手話の東奔西走 2019-2020 

ゲスト：西岡克浩（美術と手話プロジェクト代表/株式会社丹青社 所属）、市川節子（サインコミュニケータ

ー/手話通訳士）、和田みさ（サインコミュニケーター/手話通訳士） 

【第 9 回】2020 年 10 月 18 日(日) オンラインアトリエのつくりかた part1 石川&岐阜編 

ゲスト：菊 義典（文化・芸術活動支援センターかける）、堤 鉄博（岐阜県障がい者芸術文化支援センター

=TASC ぎふ） 

【第 10 回】2020 年 11 月 15 日(日) オンラインアトリエのつくりかた part2 大阪&長崎編 

ゲスト：岡﨑潤（あーぴかる☆アートサポーター）、石丸徹郎（L VILLAGE） 

【第 11 回】2021 年 1 月 31 日(日) きいて、みて、しって！SOUP のオンライン見本市～東日本大震災から 10

年 宮城・私たちの今 

ゲスト：田口ひろみ（NPO 法人ポラリス/宮城）、櫻井育子（生涯発達支援塾 TANE/宮城） 
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